
０５ 徳島市川内町（れんこん持続農業協議会）

土づくりにより、れんこん産地の持続的農業を推進！

レンコン田に投入
される廃菌床堆肥

１．地域の特徴と取組の背景 ２．取組の概要

４．今後の展望

問い合わせ先

グリーンな栽培体系へのサポート事業

○徳島市川内地域は吉野川下流域の豊富な水資源と温暖な
気候を生かしてれんこん栽培が行われている。

○湛水状態で栽培を行うれんこんは、堆肥等の土づくり
資材や有機質肥料の使い方が確立しておらず、近年、
連作による病気や生理障害の発生、地力の低下により
収量が低下している。

〇従来の栽培体系を有機栽培の視点から見直し、土づくり
を重点的に取り組むことで、生産力が向上した持続的
農業を目指している。
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３．取組の成果

実証ほ場の様子 持続的農業マニュアルの作成現地研修会の実施

写真①

○天敵資材（乳酸菌）を活用したIPM
乳酸菌を使用することにより土壌中の微生物バランスを整え、
病害微生物の増加を抑制する。

○堆肥、天敵資材（乳酸菌）を活用した土づくり
微生物のエサとなる有機質資材を使用することにより、微生物
を増殖をさせ、多様性を促す。

〇ドローンによる農薬散布
農薬散布の作業時間・労力を軽減する。

〇スマート水管理システムの導入
水位確認のための見回り作業の労力が、大幅に減少する。

○グリーンな栽培体系の実践に取組み、栽培マニュアル
が策定された。

○有機農業の手法を活用したれんこんに適した土づくり
の方法、肥料や微生物資材の使い方について 理解が
深まった。

○堆肥施用から始まる持続的農業への取組機運が高まった。

○定期的に土壌分析を行い、結果に基づく適正施肥を行うことで
化学肥料の使用量を低減させる。

○乳酸菌等を自家培養し、コストを削減させる。
○県内他産地へ横展開し、持続的農業の波及を図る。

特定区域
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